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(54)【発明の名称】 電子内視鏡用光源制御装置

(57)【要約】
【課題】  電子内視鏡において解像度が高くブレの少な
い静止画像を撮影する。
【解決手段】  ＬＥＤ光源を奇数フィールドの終了部
と、偶数フィールドの開始部とを含む露光期間Ｔ

L
に渡

り発光し、電子内視鏡の照明光として用いる。この照明
光により奇数フィールドの期間Ｔ

E1
に撮像された奇数フ

ィールドの画像と、偶数フィールドの期間Ｔ
E2
に撮像さ

れた偶数フィールドの画像から１フレームの静止画像を
構成する。ＬＥＤ光源の発光する露光期間Ｔ

L
の長さに

対応して、適切な露出が得られるようにＬＥＤ光源の光
度を調整する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  光源の発光タイミングを制御する発光タ
イミング制御手段を備え、前記発光タイミング制御手段
が第１フィールドの撮像の終了部と第２フィールドの撮
像の開始部とを含む期間に設けられた１フィールド期間
よりも短い露光期間において、前記光源を少なくとも１
回以上発光可能であることを特徴とする電子内視鏡用光
源制御装置。
【請求項２】  前記光源が前記露光期間中に１回のみ発
光し、前記露光期間が連続した１つの期間であることを
特徴とする請求項１に記載の電子内視鏡用光源制御装
置。
【請求項３】  前記露光期間のうち、前記第１フィール
ドの撮像が行われる第１の露光期間と前記第２フィール
ドの撮像が行われる第２の露光期間とが略等しいことを
特徴とする請求項１に記載の電子内視鏡用光源制御装
置。
【請求項４】  前記光源から照射される照明光の放射強
度を調整する照明強度調整手段を備え、前記照明強度調
整手段が前記露光期間の長さに応じて前記放射強度を調
整し、適正な露出を得ることを特徴とする請求項１に記
載の電子内視鏡用光源制御装置。
【請求項５】  前記光源が少なくとも１つ以上のＬＥＤ
を有し、前記照明光の放射強度が前記ＬＥＤの光度を調
整することにより行われることを特徴とする請求項４に
記載の電子内視鏡用光源制御装置。
【請求項６】  前記発光タイミング制御手段の駆動が電
子内視鏡の操作部に設けられたスイッチを操作すること
により開始されることを特徴とする請求項１に記載の電
子内視鏡用光源制御装置。
【請求項７】  請求項１に記載された電子内視鏡用光源
制御装置を備えることを特徴とする電子内視鏡用映像信
号処理装置。
【請求項８】  前記露光期間中、前記第１フィールドに
おいて撮像される第１フィールド画像と前記第２フィー
ルドにおいて撮像される第２フィールド画像とを記録可
能な画像メモリを備えることを特徴とする請求項７に記
載の電子内視鏡用映像信号処理装置。
【請求項９】  前記第１フィールド画像及び前記第２フ
ィールド画像から１フレーム分の静止画像の映像信号を
生成できることを特徴とする請求項８に記載の電子内視
鏡用映像信号処理装置。
【請求項１０】  請求項１に記載された電子内視鏡用光
源制御装置を備えることを特徴とする電子内視鏡システ
ム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、電子内視鏡の光源
制御装置に関するものであり、特に静止画像の撮像を行
う際の光源制御に関する。

2
【０００２】
【従来の技術】より適切な診断や処置を行うため電子内
視鏡観察では、患部等の静止画像を撮像し、病変の観察
および記録を行うことがしばしば行われるので多くの電
子内視鏡システムには静止画を撮像するためのフリーズ
機能が設けられている。電子内視鏡に用いられるＣＣＤ
等の撮像素子に設けられたフリーズ機能には、従来フィ
ールド単位に静止画を撮像するフィールドフリーズ機能
とフレーム単位で静止画を撮像するフレームフリーズ機
能とが存在する。フレームフリーズ機能を用いるときに
は、１フレーム分の垂直解像度で静止画像が得られる
が、シャッタースピードはフレーム期間（１／３０秒）
に対応するため撮像画像には大きなブレが生じてしま
う。一方、フィールドフリーズ機能では、電子シャッタ
ー機能が利用できるためフィールド期間（１／６０秒）
よりも速いシャッタースピードで静止画の撮像が可能と
なりブレを抑えることができるが、撮像された静止画は
1フィールド分の垂直解像度しかもたないため、フレー
ムフリーズ機能に対し垂直解像度が半分に低下してしま
う。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】本発明は、上記問題に
鑑みてなされたものであり、解像度が高くブレの少ない
静止画像を撮影するための電子内視鏡用の光源制御装
置、この光源制御装置を備えた電子内視鏡用映像信号処
理装置及び電子内視鏡システムを得ることを目的として
いる。
【０００４】
【課題を解決するための手段】本発明の電子内視鏡用光
源制御装置は、光源の発光タイミングを制御する発光タ
イミング制御手段を備え、発光タイミング制御手段は第
１フィールドの撮像の終了部と第２フィールドの撮像の
開始部とを含む期間に設けられた１フィールド期間より
も短い露光期間において、光源を少なくとも１回以上発
光可能であることを特徴としている。
【０００５】例えば、露光期間中の光源の発光を１回と
し、露光期間を連続した１つの期間とすると、光源のタ
イミング制御は簡単に行うことができる。
【０００６】露光期間のうち、第１フィールドの撮像が
行われる第１の露光期間と第２フィールドの撮像が行わ
れる第２の露光期間とを略等しくすることが好ましく、
これにより照明光の調光が容易になる。また、電子内視
鏡用光源制御装置は、光源から照射される照明光の放射
強度を調整する照明強度調整手段を備えることが好まし
く、照明強度調整手段は露光期間の長さに応じて放射強
度を調整し、これにより適正な露出が得られるように調
光を行うことができる。
【０００７】光源は少なくとも１つ以上のＬＥＤから構
成されることが好ましく、照明光の放射強度は例えばＬ
ＥＤの光度を調整することにより行われる。ＬＥＤは高
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速な応答性を有するので、高速なシャッタースピードに
対応する発光を容易に行なうことが可能となるととも
に、光源による発熱や雑音を抑え、消費電力も低減する
こともできる。
【０００８】また、静止画像撮像の際の操作性を向上す
るために、発光タイミング制御手段の駆動は、電子内視
鏡の操作部に設けられたスイッチを操作することにより
開始されることが好ましい。
【０００９】本発明の電子内視鏡用映像信号処理装置
は、上記電子内視鏡用光源制御装置を備えることを特徴
としている。
【００１０】電子内視鏡用映像信号処理装置は、露光期
間中、第１フィールドにおいて撮像される第１フィール
ド画像と第２フィールドにおいて撮像される第２フィー
ルド画像とを記録可能な画像メモリを備えることが好ま
しく、第１フィールド画像及び第２フィールド画像から
１フレーム分の静止画像の映像信号を生成可能である。
これにより、撮像された１フレームの静止画像をテレビ
モニタ等に表示可能となる。
【００１１】また、本発明の電子内視鏡システムは、上
記電子内視鏡用光源制御装置を備えることを特徴として
いる。
【００１２】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施の形態を図面
を参照して説明する。図１は、本発明の第１の実施形態
である電子内視鏡システムの回路構成の概略を示すブロ
ック図である。
【００１３】本実施形態の電子内視鏡システムは、電子
内視鏡１０、映像信号処理装置２０及びテレビモニタ３
０等から構成される。電子内視鏡１０はコネクタを介し
て映像信号処理装置２０に着脱自在に接続され、テレビ
モニタ３０はビデオ信号用のケーブルを介して映像信号
処理装置２０に接続される。なお本実施形態では、映像
信号処理装置２０の周辺装置としてテレビモニタ３０の
みが示されているが、通常はこの他にもビデオプリンタ
やＶＣＲ、コンピュータ等の装置が接続される。
【００１４】電子内視鏡１０は、細長の可撓性の挿入部
を有し、挿入部の先端には撮像素子としてカラー単板式
のＣＣＤ１１とライトガイド１２の射出端１２ａが配置
されている。ライトガイド１２は超極細の光ファイバー
の束からなり、その一方の端である射出端１２ａから照
明光が射出される。ＣＣＤ１１では、射出端１２ａから
射出された照明光により撮像が行われ、画像信号として
検出される。この画像信号はケーブルを介して電子内視
鏡１０に接続された映像信号処理装置２０に送られアン
プ２１に入力される。アンプ２１では適切な信号レベル
に画像信号が増幅され、映像信号処理回路２２に出力さ
れる。映像信号処理回路２２では、入力された画像信号
に対しアナログやデジタルの各種信号処理が施されると
ともに、例えばＮＴＳＣ方式等のビデオ信号（例えば輝

4
度及び色信号Ｙ／Ｃ）への変換が行われる。このビデオ
信号はビデオ用信号ケーブル等を介してテレビモニタ３
０に出力される（後述）。
【００１５】ＣＣＤ１１は、映像信号処理装置２０内に
設けられたＣＣＤドライバ２３から出力されるＣＣＤ駆
動パルスにより駆動制御され、ＣＣＤドライバ２３は、
タイミングコントロール回路２４から出力されるクロッ
クパルスに基づいて駆動される。また、アンプ２１、映
像信号処理回路２２、システムコントロール回路２５も
タイミングコントロール回路２４から出力されるクロッ
クパルスに同期して駆動される。
【００１６】光源ユニット２６は、例えば多数の白色Ｌ
ＥＤ（図示せず）から構成され、各ＬＥＤから照射され
た光は、映像信号処理装置２０に装着された電子内視鏡
１０のライトガイド１２の入射端１２ｂに集光され、入
射端１２ｂから各光ファイバーに入射される。これによ
り光はライトガイド１２を介して電子内視鏡先端部に伝
送され、射出端１２ａから照明光として照射される。光
源ユニット２６の光度や発光のタイミングは、ランプ制
御回路２７により制御される。
【００１７】映像信号処理回路２２、タイミングコント
ロール回路２４、ランプ制御回路２７は、システムコン
トロール回路２５に接続されており、システムコントロ
ール回路２５からの制御命令に基づいて制御される。ま
たシステムコントロール回路２５には、電子内視鏡１０
に設けられた操作ボタン（スイッチ）群Ａ、及びに映像
信号処理装置に設けられ、各種のスイッチ群を備えるフ
ロントパネル２８が接続されている。システムコントロ
ール回路２５は、操作ボタン群Ａやフロントパネル２８
に設けられたスイッチ群の操作に従って制御される。
【００１８】図２は、図１に示された映像信号処理回路
２２の内部構造をより詳細に示すブロック図であり、映
像信号処理回路２２以外としては、ＣＣＤドライバ２
３、タイミングコントロール回路２４、システムコント
ロール回路２５のみが示され、その他は省略されてい
る。
【００１９】映像信号処理回路２２は、プロセス回路４
０、Ａ／Ｄ変換器４１、画像メモリ４２Ｒ、４２Ｇ、４
２Ｂ、増幅器４３Ｒ、４３Ｂ、Ｄ／Ａ変換器４４、エン
コーダー４５等から概略なる。アンプ２１で適宜増幅さ
れ映像信号処理回路２２へ入力された画像信号は、まず
プロセス回路４０に入力される。プロセス回路４０で
は、ＣＣＤ１１から出力されたアナログ画像信号をＲ
（赤）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）の画像信号に変換するとと
もに増幅、ブランキング、クランプ、ホワイトバラン
ス、ガンマ補正等の処理が行われる。アナログのＲＧＢ
の画像信号はＡ／Ｄ変換器４１に送られ、それぞれデジ
タルの画像信号に変換される。ＲＧＢにそれぞれ対応す
るデジタルの画像信号は、それぞれ画像メモリ４２Ｒ、
４２Ｇ、４２Ｂに記録される。画像メモリ４２Ｒ、４２
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Ｇ、４２Ｂはそれぞれ少なくとも1フレーム分以上の画
像データを記憶することができる。画像メモリ４２Ｒ、
４２Ｂに記録されたＲ及びＢに関する画像信号は、それ
ぞれＲ、Ｂのゲインを調整するための増幅器４３Ｒ、４
３ＢＧを介してＤ／Ａ変換器４４に送られアナログの画
像信号に変換される。一方、画像メモリ４２Ｇに記録さ
れたＧに関する画像信号はメモリから読み出されると直
接Ｄ／Ａ変換器４４に送られアナログの画像信号に変換
される。アナログ信号に変換されたＲＧＢの画像信号
は、それぞれエンコーダー４５に入力され、テレビ用の
映像信号に変換されテレビモニタ３０等に出力される。
本実施形態のエンコーダーでは、ＲＧＢの画像信号は輝
度及び色信号であるＹ／Ｃ信号に変換され、その同期信
号ＳＹＮＣとともにテレビモニタ３０等へ出力される。
【００２０】なお、プロセス回路４０、Ａ／Ｄ変換器４
１、画像メモリ４２Ｒ、４２Ｂ、４２Ｇ、Ｄ／Ａ変換器
４４及びエンコーダー４５の駆動は、タイミングコント
ロール回路からのクロック信号に基づいて制御される。
また、画像メモリ４２Ｒ、４２Ｂ、４２Ｇにおける入出
力、及び増幅器４３Ｒ、４３Ｂにおける増幅率は、シス
テムコントロール回路２５により制御される。なお、増
幅器４３Ｒ、４３Ｂにおけるゲインは、システムコント
ロール回路２５に接続されたフロントパネル２８のゲイ
ン調整するためのスイッチ操作に基づいて調整される。
【００２１】電子内視鏡観察の通常の状態では、電子内
視鏡１０のＣＣＤ１１で撮像される動画がテレビモニタ
３０に表示されている。このとき、電子内視鏡操作者が
例えば電子内視鏡１０の操作部に設けられたボタン群Ａ
の１つを操作すると、静止画像の表示のための処理が行
われ、テレビモニタ３０には撮像画像の静止画像が表示
される。この静止画像は、操作者が静止画から動画に戻
すためのボタン群Ａの操作を行うまで、テレビモニタ３
０に表示され続ける。すなわち、静止画像を表示するた
めのボタン（ボタン群Ａの１つのボタン）が押される
と、後に述べるタイミングで光源ユニット２６に設けら
れたＬＥＤ光源の発光が行われるとともに、この発光に
より撮像された1フレーム分の画像データが画像メモリ
４２Ｇ、４２Ｂ、４２Ｒに記録される。これと同時に、
画像信号の画像メモリ４２Ｇ、４２Ｂ、４２Ｒへの入力
を禁止するとともに、記録された1フレーム分の画像デ
ータがそれぞれフィールド単位で繰り返し読み出され、
Ｄ／Ａ変換、エンコード等が行われた後、映像信号とし
てテレビモニタ３０へ出力し静止画像として表示され
る。これは、静止画から動画へ復帰するためのボタン
（ボタン群Ａの１つのボタン）が操作されるまで続けら
れ、動画表示復帰のためのボタンが操作されると、再び
画像信号の画像メモリ４２Ｇ、４２Ｂ、４２Ｒへの入力
が許可され、画像メモリ４２Ｇ、４２Ｂ、４２Ｒに記録
された画像データは、フィールド単位で次々と新しく撮
像された画像に更新される。これにともなって、画像メ
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モリ４２Ｇ、４２Ｂ、４２Ｒから読み出されエンコーダ
ー４５等を介してテレビモニタ３０に出力される映像も
次々に新しく撮像された映像に更新され、テレビモニタ
３０にはリアルタイムの動画として表示される。なお静
止画像がテレビモニタ３０に表示されている間、この静
止画像の映像信号は、例えばビデオプリンタやＶＣＲ等
（図示せず）に出力することも可能である。
【００２２】次に図３、図４、図６を参照して第１の実
施形態における静止画像を表示するための光源の発光動
作について説明する。本実施形態の光源ユニット２６に
は、白色照明を得るために例えば多数の白色のＬＥＤ光
源が用いられ、その発光のタイミングはランプ制御回路
２７により制御される（図1参照）。図３、図４は、静
止画像を撮像する際のＬＥＤ光源における発光のタイミ
ングを示したものであり、図４は図３よりも相対的にシ
ャッタースピードが速い場合を示している。また、図６
は従来の電子シャッター動作のタイミングを示してい
る。
【００２３】電子内視鏡１０が動画を撮像しているとき
には、光源ユニット２６のＬＥＤ光源は例えば常時点灯
されており、各フィールド期間毎に画像が撮像され、奇
数フィールド（第１フィールド）、偶数フィールド（第
２フィールド）が交互にテレビモニタ３０等に表示され
る。したがって、各フィールドの画像にはシャッタース
ピードが１／６０秒のときに相当するブレが生じている
可能性があるが、動画であるため人が観察する際、これ
らのブレは問題とならない。一方、静止画像では、小さ
なブレであっても人の目にブレとして認識されるため、
より高速なシャッタースピードで画像を撮像する必要が
ある。通常ＣＣＤは、基板へ蓄積電荷を掃出すことによ
り電子シャッター動作を実現する電子シャッターモード
が備えられている。すなわち、電子シャッターモードで
は図６に示されるように、垂直同期信号Ｓ１の出力終了
から所定の電荷掃出し期間Ｔ

S
の間、ＣＣＤに蓄積され

た電荷を基板に掃出すことによりシャッタースピードに
対応する電荷蓄積期間（電荷掃出し期間Ｔ

S
終了から次

の垂直同期信号Ｓ１が出力されるまでの期間）Ｔ
E
を設

定し、電子シャッター動作を実現している。しかし、こ
の電荷掃出し期間Ｔ

S
は垂直同期信号Ｓ１に同期して設

定されるため、奇数フィールドでの電荷蓄積期間Ｔ
E
と

偶数フィールドでの電荷蓄積期間Ｔ
E
とでは、１フィー

ルド期間Ｔ
f
（＝Ｔ

S
＋Ｔ

E
＝１／６０秒）相当する時間

差が生じている。したがって、これら偶奇フィールドの
電荷蓄積期間Ｔ

E
に撮像された画像を１組として１フレ

ームの静止画像を構成するとシャッタースピードがＴ
S

＋２Ｔ
E
（＞１／６０秒）に相当することとなり、大き

なブレが生じ得る。一方、１フィールドの画像のみを用
いて静止画像を構成すると、シャッタースピードはＴ

E

となるが、走査線数が１フレームのときの半分となるた
め解像度が大幅に低下してしまう。
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7
【００２４】電子内視鏡では通常外光の届かない人体内
において、ライトガイドから照射される照明光を用いて
撮像が行われる。このことから、本実施形態では、従来
のＣＣＤが備える電子シャッター機能を使用せず、照明
光の発光を制御することによりシャッター機能を実現し
ている。例えば、静止画像を撮像するためのボタン（ボ
タン群Ａの１つのボタン）が操作されると、それまで常
時点灯していた光源ユニット２６のＬＥＤが消灯され、
図３、図４に示されるように、偶奇フィールドを跨ぐ期
間Ｔ

L
（露光期間）の間、連続的に光源ユニット２６の

ＬＥＤが点灯される。このとき奇数フィールドでは、奇
数フィールドの終了部を含む期間Ｔ

E1
（第１の露光期

間）に渡って信号電荷が蓄積され、偶数フィールドで
は、偶数フィールドの開始部を含む期間Ｔ

E2
（第２の露

光期間）に渡って信号電荷が蓄積される。なお、期間Ｔ

E1
と期間Ｔ

E2
の間に存在する隙間（信号蓄積が行われて

いない期間）は、偶数フィールド（期間Ｔ
E2
）の蓄積を

開始する前に、直前の奇数フィールド（期間Ｔ
E1
）に蓄

積された信号電荷をＣＣＤ１０の垂直転送部へ転送する
などの動作が行われる期間である。
【００２５】このように、期間Ｔ

E1
に撮像された画像が

奇数フィールドの画像（第１フィールド画像）として得
られ、期間Ｔ

E2
に撮像された画像が偶数フィールドの画

像（第２フィールド画像）として得られる。期間Ｔ
E1
、

Ｔ
E2
に撮像される各フィールド画像は、照明光が点灯

（照明）されている期間Ｔ
L
に撮像されるので、これら

偶奇１組のフィールド画像から構成される１フレームの
静止画像は、期間Ｔ

L
のシャッタースピードで撮像され

た静止画像に相当する。期間Ｔ
L
は、ランプ制御回路２

７を介してシステムコントロール回路２５により容易に
制御できるので、１フィールド期間よりも短い任意のシ
ャッタースピードが設定可能となり、このシャッタース
ピードに対応する１フィールドの静止画像が容易に得ら
れる。なお、ＬＥＤの点灯期間Ｔ

L
が短くなると、露光

時間が短くなるためＬＥＤの光度が同一のままであると
十分な露出が得られない。したがって適切な露出を得る
には露光時間に合わせてＬＥＤの光度を調整し、ライト
ガイド１２の射出端１２ａから放射される照明光の放射
強度を調整（調光）すればよい。ＬＥＤの光度の調整
は、例えばＬＥＤへ供給される電流を制御することによ
り行われる。すなわち、露光時間が短いときには、ＬＥ
Ｄに供給される電流を増大させＬＥＤの光度を上げ、露
光時間が長いときには、ＬＥＤに供給される電流を減少
しＬＥＤの光度を下げる。なお第１の実施形態では、略
Ｔ

E1
＝Ｔ

E2
となるようにその発光動作が調整されてい

る。
【００２６】以上のように、第１の実施形態によれば、
電子内視鏡の照明光の発光を制御することにより簡単
に、高解像度の静止画像を得ることができる。
【００２７】次に図５を参照して第２の実施形態につい
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て説明する。図５は第２の実施形態におけるＬＥＤ光源
の発光のタイミングを示すタイミングチャートである。
【００２８】第２の実施形態は、第１の実施形態とＬＥ
Ｄ光源の発光タイミングが若干異なるのみで、その他の
点では第１の実施形態と同様である。第１の実施形態で
は、奇数フィールドでの信号蓄積期間Ｔ

E1
と偶数フィー

ルドでの信号蓄積期間Ｔ
E2
とが略等しくなるようにＬＥ

Ｄ光源の発光が制御された。一方、第２の実施形態で
は、図５に示されるように、例えば奇数フィールドでの
信号蓄積期間Ｔ

E1
に比べ偶数フィールドでの信号蓄積期

間Ｔ
E2
の方が長くなるようなタイミングでＬＥＤ光源の

発光が制御されている。すなわち、ＬＥＤ光源は、図５
の期間Ｔ

L
の間発光される。したがって、偶奇フィール

ドの信号蓄積期間Ｔ
E1
、Ｔ

E2
に撮像された画像を１組と

した１フィールドの静止画像は、シャッタースピードＴ

L
に相当する。以上のように第２の実施形態によっても
第１の実施形態と同様の効果が得られる。
【００２９】なお、本実施形態では、光源ユニット２６
が映像信号処理装置２０内に設けられているが、映像信
号処理装置２０とは別に光源ユニット２６を光源装置と
して設けてもよいし、例えばＬＥＤを電子内視鏡１０の
挿入部先端に設けて照明光を照射してもよい。また、本
実施形態では、光源として白色のＬＥＤ光源を用いた
が、ＲＧＢ等のＬＥＤを多数設け、混色することにより
白色光を得てもよいし、ハロゲンランプやキセノンラン
プ等を光源に用いてもよい。
【００３０】本実施形態では、露光時間に合わせて射出
端１２ａから照射される照明光の放射強度の調整をする
ために、ＬＥＤに供給される電流を制御して光源の光度
の調整を行った。しかし、例えば、光源ユニット２６と
ライトガイド１２の入射端１２ｂとの間に絞り装置を設
け、ライトガイド１２へ入射される光量を調整すること
によって行ってもよい。
【００３１】また本実施形態において、光源は、奇数フ
ィールドの信号電荷蓄積期間Ｔ

E1
の開始から偶数フィー

ルドの信号電荷蓄積期間Ｔ
E2
の終了までの連続した期間

Ｔ
L
に渡って発光されたが、光源は、信号電荷が蓄積さ

れる２つの期間Ｔ
E1
、Ｔ

E2
に対応して２回発光されても

よい。
【００３２】第２の実施形態において光源は、奇数フィ
ールドよりも偶数フィールドにおいてより長い時間露光
しているが、偶数フィールドよりも奇数フィールドによ
り長い露光が行なわれるように光源の発光を制御しても
よい。
【００３３】
【発明の効果】以上のように、本発明によれば、解像度
が高くブレの少ない静止画像を撮影するための電子内視
鏡用の光源制御装置、この光源制御装置を備えた電子内
視鏡用映像信号処理装置及び電子内視鏡システムを得る
ことができる。
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【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施形態である電子内視鏡シス
テムの回路構成を概略示すブロック図である。
【図２】図１に示された映像信号処理回路の詳細を説明
するためのブロック図である。
【図３】第１の実施形態におけるＬＥＤ光源の発光タイ
ミングを示すタイミングチャートであり、相対的に露光
時間が長い場合を示している。
【図４】第１の実施形態におけるＬＥＤ光源の発光タイ
ミングを示すタイミングチャートであり、相対的に露光
時間が短い場合を示している。
【図５】第２の実施形態におけるＬＥＤ光源の発光タイ*
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*ミングの１例を示すタイミングチャートである。
【図６】従来のＣＣＤにおける電子シャッター動作のタ
イミングを説明するタイミングチャートである。
【符号の説明】
１０  電子内視鏡
２０  映像信号処理回路
２３  ＣＣＤドライバ
２４  タイミングコントロール回路
２５  システムコントロール回路
２６  光源ユニット
２７  ランプ制御回路
３０  テレビモニタ

【図１】

【図２】
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【図５】
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